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ɹト΢Ψラシ（C ap s i c u m  spp.）の果実にはΧプサイシンと
その類ԑ体で構成されるΧプサイシϊイドを含Έ，強྽なਏ
ຯを有することから世քで޿く߳ਏྉとして使われている。
また，ਏຯのないϐーマン・ύプリΧ類，もしくはਏຯのऑ
い b ししとう ` のような品種は野ࡊとしても使われている。
このト΢Ψラシ，正確には「ト΢Ψラシଐ植物」には栽培種
が 5 種ある。

�種͋Δτ΢Ψϥγ࠿ഓ種
ɹ೔ຊをは͡め世քに࠷も޿く分෍しているト΢Ψラシは
C  . an n u u m であり，いわΏる b ୋの௺ ` をは͡め，લ述のϐー
マン・ύプリΧ類や b ししとう ` も全てこの種にଐする。また，
キダνト΢Ψラシという࿨໊がついている C .  f r u tes c en s には，
ೆ੢ॾౡの b ౡとうがらし ` が含まれるଞ，有໊なマキルϔ
χーࣾのタバスίϖッύーιースの原材ྉ品種である b タバ
スί ` もこの種にଐする。この種は೤ଳ・ѥ೤ଳ஍Ҭでは多
年生となるのでこの「キダν」ト΢Ψラシという໊が付いて
いるが，実は C .  an n u u m （lannuumz は「一年生の」という
意ຯ）も೤ଳ・ѥ೤ଳ஍Ҭでは多年生になる。さらに，౦ϋ
トのܹਏスナック՛子「๫܅ϋバネϩ」で有໊になった b ϋ
バネϩ ` という品種や，ࡏݱ，Ϊネスブックに世քで࠷もਏ
い品種としてొ࿥されている b キϟϩライナ・リーύー ` な
どのܹਏ品種の多くは C .  c h i n en s e という種にଐしている。こ
れら C .  an n u u m ，C .  f r u tes c en s およͼ C .  c h i n en s e の 3 種はى源
஍である中ೆถでの分෍のΈならず，C .  an n u u m は世ք֤஍の
温ଳʙ೤ଳ஍Ҭに分෍し，C .  f r u tes c en s はアジア，アϑリΧの
೤ଳ・ѥ೤ଳ஍Ҭに分෍する΄か，C .  c h i n en s e はアϑリΧの
೤ଳ・ѥ೤ଳ஍Ҭに分෍している。一方で，これҎ外の 2 種 C .  
b ac c atu m と C .  p u b es c en s は΄΅ೆถにのΈ分෍する種である。

Ֆ͸τ΢Ψϥγ種ಉఆのΩʔΩϟϥΫλʔ
ɹこれらト΢Ψラシ栽培種は，それͧれ種内での果実ܕやେ
きさのมҟの෯もେきく，いずれもਏい果実をつけることか
ら，果実をݟただけでの種ಉ定は೉しく，多くの場合はՖの
৭やܗ態をキーキϟラクターとして分類種を判断している。
C .  an n u u m は，ϐーマンのՖに代表されるようにനいՖが࡙
く（図-1）。ただ，ಸྑのࡏདྷ品種bࢵ`や؍৆用品種のbブラッ
ク・ύール ` などのೱいࢵ৭の果実がなる品種は，Ֆףの৭
もࢵ৭になるが，このような品種は果実とՖのΈならず植物
体全体がࢵがかった҉い྘৭をしている。また，C .  an n u u m

は 1 અに一つだけՖがつくことも特
徴である。一方で，C .  f r u tes c en s と C .  
c h i n en s e は྘നʙԫന৭のՖףをつ
けることや 1 અに 2 つҎ্のՖが
つくことにより C .  an n u u m とҟなる
種であることが判断される（図 -2，
-3）。このಉ͡྘നʙԫന৭のՖף
をつける C .  f r u tes c en s と C .  c h i n en s e
は，Ֆߎが্޲きにつき，Ֆףが
൓っているものは C .  f r u tes c en s と判
断することとなっているが（໼ᖒ 
2000），ಉ͡ようなՖをつけるだけ
あって，この 2 種はҨ఻的な関係
もۙいとされ，ަ雑਌࿨性もଞ種間
より高いことが஌られている。次
に，ೆถのアンσス຺ࢁからブラジ
ルにかけて分෍する C .  b ac c atu m は
ԫന৭ʙന৭のՖףに྘৭のൗ点が
あることで，༰қにଞ種と分類でき
る（図 -4）。もう一つ，ೆถからग़
られなかった栽培種が C .  p u b es c en s
である。この種はアンσスࢁ࿢の高
ඪ高஍Ҭが原産で，ݱ஍では b ϩί
ト ` とݺ͹れているト΢Ψラシであ
る。この種はଞ 4 種と比べてかな
り特徴的で，種子がࠇいこと，ࢵ৭
のՖף，もしくは，ࢵ৭で基部のΈ
がനいՖףをもつので，ଞの栽培種
と༰қに区ผができる（図 -5）。ち
なΈに，この C .  p u b es c en s はॵさに
ऑく，࿐஍栽培しても೔ຊの気ީ条
件ではՖは࡙くものの，果実が着か
ないことが多い。さらに，ච者らの
栽培試験によるとૼにもऑいことが
分かっており，ॵさפさにऑい種で
あることになる。これはアンσスࢁ
຺の௿Ң度高ඪ高஍Ҭのいわ͹常य़
の気象条件で種分Խした種であるた
めであΖう。

τ΢Ψϥγ（$BQTJDVN�TQQ�）の෼ྨͱՖ
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໺ੜ種のՖ
ɹこのように，栽培 5 種はそのՖのܗ態でಉ定することが
できるが，では野生種はどうだΖうか。いくつか野生種のՖ
も঺介してΈよう。 C .  an n u u m の野生ѥ種である C .  an n u u m  
var. g lab r i u s c u lu m は b νルテϐン ` とݺ͹れ，中ถや合ऺ
。औར用されているト΢Ψラシだ࠾ೆ部では野生の果実がࠃ
このト΢Ψラシは C .  an n u u m 栽培ܕとಉ様にനいՖףをつ
ける（図 -6）。また，ϘリϏアあたりに分෍する野生種 C .  
c h ac o en s e も C .  an n u u m 栽培ܕとಉ様にനいՖףを持つ（図
-7）。一方でՖףにൗ点を持つ栽培種 C .  b ac c atu m の૆ઌ野
生種とされブラジルでは b ϐメンタ・クマリ ` とݺ͹れる C .  
p r aeter m i s s u m は，C .  b ac c atu m とಉ様にՖףにൗ点があるの
が特徴であるが，C .  b ac c atu m では分かれている5ຕのՖหが，
C .  p r aeter m i s s u m ではܨがって 5 になっているというҧܗ֯
いがݟられる（図 -8）。C .  p u b es c en s の૆ઌ野生種とされて
いる b ΢ルϐΧ `（C .  c ar d en as i i ）は C .  p u b es c en s ΄どではな
いがࢵがかったՖ৭となっている，しかしこれまで঺介した
ような C ap s i c u m ଐのՖとҧって，Ֆหがつながった௼り৊
状のՖであることが特徴的である（図 -9）。これら野生のト
΢Ψラシଐ植物は栽培種よりখさい果実をつけることや，果
実の୤མ性がݟられるが，栽培種とಉ様にਏい果実を着ける
ことから，原産஍では野生種ながら࠾औར用や，一部で栽培
もされており，Φイル௮けやਣ௮けに加工したළ٧めなども
販ചされている΄ど人気がある。

例֎のՖ
ɹこのように，Ֆによって種ಉ定がおこなわれる C ap s i c u m
ଐ植物であるが，例外もいくつかݟられる。例え͹ C .  
c h i n en s e は྘നʙԫന৭のՖףをつけるが，そのೱ୶には系
統品種間ࠩがあり，৭がബいՖは΄とΜどന৭にݟえるため
に，Ֆをݟただけでは C .  an n u u m との区ผが付きにくい。
ɹさらにもっとややこしい例がೋつ΄どある。ࣛࣇౡେ学の
ຊफཱઌ生はト΢Ψラシຽ଒植物学研究でஶ໊な研究者でࢁ
あるが，൴のアジアでのݱ஍調査の中で，そのややこしい
例がݟつかっている。まず一つが，྘നʙԫന৭のՖףを
つける C .  f r u tes c en s であるが，タイにおいてՖףの基部に྘
৭のൗ点があるものをݟつけているのだ（:amamoto and 
NaXata 2004）。Ֆףにൗ点があるのは C .  b ac c atu m の特徴
であるので，ಉ͡ような C .  f r u tes c en s があると分類がࠔ೉と

なる。しかし，ච者らのݱ஍調査によるとΧンϘジアやϛϟ
ンマーでも C .  b ac c atu m の文様とはҟなるがൗ点（というよ
り৭のೱい部分）があるՖหをもつ C .  f r u tes c en s もあったの
で，Ֆหのൗ点についてももうগし調べた方がྑいのかもし
れない。さらにࢁຊࢯはインドネシアのַࢁ஍Ҭでのݱ஍調
査で，നいՖの C .  p u b es c en s もݟつけている（:amamoto et 
al. 2013；:amamoto et al. 2016）。C .  p u b es c en s といえ͹ࢵ
৭のՖを࡙かͤることが種ಉ定のキーキϟラクターである
が，നいՖの C .  p u b es c en s はࢲの஌るݶりではଞではない。
C .  p u b es c en s はアンσスࢁ࿢に分෍が集中し，一部がメキシ
ί౳中ถにݟられる程度で，栽培 5 種の中で࠷も分෍に޿が
りがݟられない種であるが，それがインドネシアのַࢁ஍Ҭ
でも作られていて，さらにനいՖの系統があるというのはڵ
ຯਂい。
ɹかくいう，ࢲもト΢Ψラシの分類をややこしくしている一
人かもしれない。ࢲが௕年研究対象としているト΢Ψラシに，
ネύールで栽培ར用されており，b ダレ・クルサχ ` もしく
はbアクバレ・クルサχ`とݺ͹れている品種がある（Nemoto 
et al. 2016；দౡ 2020）。この品種，྘ന৭のՖの系統とന
৭のՖの系統があり種ಉ定がࠔ೉で，さらに，一ൠ的な栽培
種 C .  an n u u m ，C .  f r u tes c en s およͼ C .  c h i n en s e とのަ雑਌࿨
性が௿いこと౳から，まだ明確に分類種が確定されていな
い。こさらに，ಉ͡くネύールの b ジレ・クルサχ ` とݺ͹
れる品種の中にはಉ一系統として栽培ར用されていても，C .  
f r u tes c en s タイプの྘ന৭のՖが࡙くݸ体と， C .  an n u u m タ
イプのന৭のՖの࡙くݸ体が混ࡏしている系統がある。こ
れらՖではಉ定できないネύールのト΢Ψラシについては，
DNA レベルの多ܕ解析や഑ྻ解析で種分類を進めていると
こΖである 	 ಙాら 2020；൘౦ら 2020
。
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